
45 令和６年１０月号令和６年１０月号

地方交付税
25億788万円
（41.3％）

県支出金
2億9949万円
（4.9％）

繰入金
4億5977万円（7.6％）

町債
4億7530万円（7.8％）

歳入

その他 3億1238万円（5.0％）

繰越金
2億7959万円（4.6％）

国庫支出金
4億5288万円（7.5％）
国庫支出金
4億5288万円（7.5％）

地方消費税交付金
1億1960万円（2.0％）

特別会計
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
農業集落排水事業
公 共 下 水 道 事 業

※収益的…水道水を作り、各家庭へ届けるための費用。
※資本的…水道管などの施設整備費用や借入金の返済。

※

※
6億  545万円
7449万円

7億9363万円
2億2757万円
2億3505万円

5億8110万円
7383万円

7億4915万円
2億  622万円
2億2502万円

会　 計　 別 歳  入  額 歳  出  額
水道事業 収益的収支
水道事業 資本的収支

1億9969万円
5145万円

1億9778万円
1億  334万円

収　入 支　出

水道事業会計

総務費
21億7138万円
（37.1％）

民生費
7億6537万円
（13.1％）

土木費
8億2570万円
（14.1％）

消防費
1億8751万円
（3.2％）

公債費 5億2726万円（9.0％）

その他 7308万円（1.2％）

教育費
3億1060万円（5.3％）

農林水産業費
6億9214万円（11.8％）

商工費
9273万円（1.6％）

衛生費
2億904万円（3.6％）

町税 4億8076万円（7.9％）

歳出
寄附金
6億5414万円（10.8％）

使用料および手数料
3690万円（0.6％）

決 算 審 査 決 算 審 査

決算審査特別委員会

荒澤　広光  委員長
あらさわ ひろみつ

齊
藤  

徹
　代
表
監
査
委
員

監
査
意
見
書

　
決
算
関
係
書
類
を
審
査
の
結
果
、
法

令
に
適
合
し
、
計
数
は
正
確
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
且
つ
、
予
算
の

執
行
、
会
計
・
経
理
事
務
の
処
理
並
び

に
財
産
の
取
得
・
管
理
・
処
分
に
つ
い

て
も
適
正
と
評
価
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
判

断
比
率
は
各
比
率
と
も
基
準
値
を
下
回

り
、
当
町
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
も
、
特
筆
に
値
す
る
成

果
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。

　
第
一
、
東
北
農
林
専
門
職
大
学
総
合

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
。
学
生
・
教
職
員

用
ア
パ
ー
ト
全
戸
が
満
室
と
な
っ
た
。

こ
の
快
挙
は
専
門
職
大
学
建
学
の
意
義

を
い
ち
早
く
認
識
し
た
施
策
と
、
各
課

か
ら
横
断
的
に
選
任
さ
れ
た
職
員
チ
ー

ム
の
結
束
力
の
成
果
。

　
第
二
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進

事
業
。
第
７
次
総
合
発
展
計
画
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
国
の
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
基
づ
き
、
積

雪
深
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
導
入
を

始
め
、
先
進
的
な
事
業
へ
の
果
敢
な
挑

戦
と
そ
の
成
果
。

　
第
三
、
山
形
県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

自
治
体
を
目
指
し
て
。
①
ふ
る
さ
と
納

税
の
人
口
１
人
当
た
り
の
寄
付
額
が
、

３
年
連
続
し
て
県
内
第
１
位
②
山
形
県

市
町
村
税
徴
収
率
（
現
年
課
税
分
）
が
、

７
年
間
県
内
１
位
。
担
当
者
並
び
に
関

係
各
位
の
取
組
み
姿
勢
を
、
高
く
評
価

致
し
た
い
。

補
足
意
見

　令和５年度決算審査は、会期中の９月６日から１０日まで特別委員会を設置

し、委員長に荒澤広光、副委員長に伊藤欽一を選任し、一般会計、５特別会計、

水道事業会計を慎重に審査しました。

財
政
の「
見
え
る
化
」で

　
　
　
　健
全
な
運
営
を

一般会計

歳入歳出差引額 2億2388万円

歳入（60億7869万円） 歳出（58億5481万円）

　決算審査特別委員会は、７会計について町長以下職員の説明を受け、各委
員から多くの質疑が挙がり予算執行状況を慎重に審査した結果、妥当と判断
しました。
　財政健全化比率は基準値を下回り健全であるが、町民の更なる生活向上に
向けて「ふるさと納税の人口１人あたり寄付額」３年連続、「市町村税徴収
率」７年連続県内１位を継続しており今後も期待いたします。

決算審査特別委員会委員長報告

議
員
　令
和
５
年
度
の
た
ば
こ
税
額
は
２
３
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
る
が
、
過
去
３
年
間
の
推
移
は
。

住
民
税
務
課
長
　
令
和
２
年
度
約
２
０
１
２
万
円
、
令
和

３
年
度
約
２
３
１
８
万
円
、
令
和
４
年
度
約
２
４
５
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　令
和
５
年
度
の
利
用
件
数
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
住
民
票
１
８
６
件
、
印
鑑
証
明
書
１
５

０
件
、
合
わ
せ
て
３
３
６
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
　令
和
５
年
12
月
に
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
町
の
管
理
不
全
と
認
定
さ
れ
た
空

き
家
は
何
件
か
。

地
域
整
備
課
長
　
令
和
４
年
９
月
の
調
査
で
は
危
険
度
Ｃ

（
老
朽
化
が
激
し
い
）
が
22
件
、
危
険
度
Ｄ
（
危
険
が
切

迫
）
が
25
件
、
令
和
６
年
２
月
時
点
で
は
危
険
度
Ｃ
が
18

件
、
危
険
度
Ｄ
が
23
件
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

議
員
　町
報
を
保
存
す
る
の
に
穴
が
空
い
て
い
な
い
と
不

便
で
あ
り
、
以
前
の
よ
う
に
開
け
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多

い
が
対
応
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
穴
を
空
け
る
と
文
章
の
文
字
数
や
写

真
の
掲
載
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
見
開
い
た
と
き

に
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
写
真
や
文
章
の
掲
載
に
よ
り
、
魅

力
的
な
広
報
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
た
め
、
現
時
点
で

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
議
員
　積
雪
調
査
場
所
の
箇
所
と
箇
所
数
は
。

総
務
課
長
　
野
町
内
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
舟
形
小
学

校
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
西
又
町
内
、
松
橋
町
内

の
６
カ
所
に
な
り
ま
す
。

議
員
　ふ
な
が
た
楽
々
あ
っ
た
か
１
０
０
歳
住
宅
補
助
金

は
高
断
熱
高
気
密
住
宅
補
助
と
併
用
可
能
な
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
や
ま
が
た
省
エ
ネ
健
康
住
宅
の
認
証
を

受
け
る
こ
と
が
採
択
要
件
で
併
用
は
可
能
で
す
。
加
え
て
、

窓
部
を
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
、
高
断
熱
材
の
基
準
以
上
が
対

象
に
な
り
、
新
築
１
０
０
万
円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
30

万
円
が
補
助
金
の
上
限
に
な
り
ま
す
。

議
員
　社
会
福
祉
協
議
会
と
町
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
設
置
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
山
形
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
を

講
師
に
招
き
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
た
ば
こ
税

質
答

応
疑

歳 

入

コ
ン
ビ
ニ
交
付
証
明
発
行

歳 

出

空
き
家
対
策

町
内
の
積
雪
調
査
場
所

町
報
に
保
存
用
穴
を

省
エ
ネ
住
宅
補
助

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

休日も含めて6：30～23：00まで利用可能

トリプルガラスを使用した
高気密・高断熱住宅


